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発 行 所 
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521号 

昭和57年 6月15日 

印刷 西 北 印 刷 

市 の 人 口 
	

男 25,673人 
	

世 帯 数 	14,629 

	

53,079人 女 27,406人 
	

（昭和57年 6月1日現在）住民基本台帳から 

ゲートボールはいな‘妻薄麟‘f！」、‘ 

さわやかな初夏の陽を浴びて、お年寄りたちがゲート

ボール競技の練習に余念がない。 

一昨年六月、市庁舎裏の岩木川原に開設した芝生張り

の四面のゲートボール場には、近くのお年寄りたちが暇  

をみては駆けつけています。 

ステックをしっかり振り、小さなボールを弾いて一喜 

一憂、ボールの行方を熱心に追っていました。 

（写真一岩木川原で） 



1戸当り平均概算額であり精算の結果変更になります。 

ロ地域特別分譲住宅制度 
1．住宅にお困りの方で56年度の収入又は所得が次の基 
準以下の方 

〇給与所得者56年度収入金額375万円以下 

〇それ以外の方で56年度所得金額255万円以下 

2 ．分譲住宅の面積lOOnf以下のもの 

ロ申込受付期間 6 月21日（月）~25日（金） 

ロ受付場所 市都市計画課（”⑩21 11内線232) 

広田団地積立分譲住宅aう‘慧筆丙Iミf二 

※譲渡予定価額は、 

ロ積立分譲住宅 
住宅金融公庫融資付住宅を分譲価額から公庫融資を除

いた額（自己負担金）を、一定期間（ 1年・ 2 年）積立

てて分譲住宅を購入するものです。 
今年度から新しく住宅金融公庫の割増と公庫融資額に、 

青森県が 5 年間1％利子補給する地域特別分譲住宅制度

ができました。 

区
  

分
  

積 立 期 間 一戸当平均面積 譲 	渡 公庫融資 積 立 利 	息 

1 年 2 年 3 年 土地 建物 予定価額 予 定 額 目 標 額 相 当 額 

積立分譲 
P 

10 
P 

19 
P ' 

280 
d 

85 
千円 

13,800-14,400 7,000 --- 
千円 

7,500 6,620 ~ 
千円 

6,660 
千円 

140~ 280 

地域特分 5 5 280 85 13,800-14,400 8,600 ~ 8,800 5,080 ~ 5,360 1201一  240 
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の
あ
る
快
適
な
環
境
づ
く
り
 

 

ロ
お
間
合
わ
せ
 
市
総
務
課

庶
務
係

（
。
⑩
二
一

一
一
番
内

線

三

一五
番
）
 

(521号）② 
広報ごしょがわら 

快
適
な
環
境
づ

く
り
の
た
め
、
 

学
校
、
職
場
、
団
体
を
対
象
に

次
の
要
綱
で
「
環
境
美
化
コ
ン

ク
ー
ル
」
を
行
い
ま
す
。
 

ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い

ロ
コ
ン
ク
ー
ル
の
対
象

⑦
清
婦
活
動
部
門
 
道
路
、
 

街
路
、
そ
の
他
公
共
用
地
等
を

自
発
的
か

つ
継
続
し
て
行
っ
て

い
る
清
掃
活
動
。
 

m
花
壇
部
門
 
学
校
、
職
場
、
 
 

（個
人
の
趣
味
は
除
く
。）
 

プ
ラ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
も

の
は
お
お
む
ね
＋
個
を
ま
と
め

て
常
設
し
て
い
る
こ
と
。
 

ロ
参
加
資
格
 

⑦
学
校
ー
学
校
を

ー
つ
の
単

位
と
し
、
学
年
、
ク
ラ
ス
単
位

の
参
加
は
認
め
な
い
。
 

m
職
場
ー
敷
地
単
位
と
し
、
 

同
一
敷
地
内
に
事
務
所
、
工
場

が
あ
る
場
合
は
ー
つ
の
単
位
と
 

新
鮮
で
安
い
野
菜
、
 

魚
を
み
な
さ
ん

の
食

卓
に
供
給
し
よ
う
と

い
う
恒
例
の
「
朝
市
」
 

が
、
六
月
十
九
日
（
土
）
 

か
ら
十

一
月
三
十
日
 

（
火
）
ま
で
市
庁
舎

前
お
祭
り
広
場
で
開

か
れ
ま
す
。
 

期
間
中
は
毎
朝
四

時
か
ら
七
時
ま
で
開

か
れ
ま
す
が
、
六
月

十
九
日
は
オ
ー
プ
ン

記
念
の
特
売
デ
ー
を

行
い
ま
す
。
 

し
て
参
加
さ
せ
る
。
 

団
団
体
ー
五
人
以
上
の
グ
ル
 

ー
プ
を

ー
つ
の
単
位
と
し
、
数

個
所
に
花
壇
を
設
け
て
い
る
場

合
で
あ
っ
て
も

ー
つ
の
単
位
と

す
る
。
 

ロ
申
込
み
受
付
 
七
月
一
日
 

ー
七
月
三
十
一
日
 

ロ
審
査
 
市
が
委
嘱
し
た
審

査
委
員
が
、
十

一
月
中
旬
ま
で

に
書
類
審
査
と
現
地
審
査
に
あ

た
り
ま
す
。
 

ロ
表
彰
 
十
一
月
下
旬
の
予

定
 六

月
一
日
か
ら

一
般
家
庭
か

ら

一
時
に
排
出
さ
れ
る
十
キ
ロ

グ
ラ
ム
以
上
の
一
般
廃
棄
物
で

燃
え
な
い
ご
み
は
、
有

料
化
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
燃
え
な
い

ご
み
を
野
里
の
埋
立
地

に
搬
入
す
る
に
は
、
市

清
掃
公
害
課
の
窓
口
か

ら
処
理
手
数
料
と
し
て
 

「処
分
券
」
を
買
い
求

め
、
搬
入
の
際
に
処
理

施
設
の
係
員
に
提
出
し

て
下
さ
い
。
 

処
分
券
は
最
大
積
載

量
〇
・
五
ト

ン
以
下
の

車
一
台
を
使
用
す
る
場
 
 

合
に
は
三
百
五
十
円
、
〇

・
五

ト
ン
を
超
え
る
車
は
〇
・
五
ト

ン
ご
と
に
三
百
五
十
円
が
加
算

さ
れ
た
額
と
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
事
業
活
動
に
伴
な
っ

て
生
ず
る
一
般
廃
棄
物
で
燃
え

な
い
ご
み
も
同
様
で
、
金
額
の

算
定
も
同
じ
で
す
。
 

搬
入
時
間
は
午
前
九
時
か
ら

午
後
三
時
三
十
分
ま
で

（
埋
立

地
着
）
、日
曜
日
は
休
み
で
す
。
 

搬
入
車
は
四
ト
ン
を
超
え
る

も
の
は
通
行
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
 

ご
注
意
下
さ
い
。
 

な
お
、
 一
般
家
庭
か
ら
出
る

一
時
に
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の

燃
え
な
い
ご
み
は
従
来
通
り
の

取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。
 

◇
野
外
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
◇

ご
利
用
下
さ
い
（
飯
詰
不
動

公
園
内
）
 

大
自
然
の
な
か
で
市
民
の
健

康
増
進
を
は
か
る
た
め
の
、
野

外
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設

（
十
五

ポ
イ
ン
ト
）
が
完
成
し
ま
し
た
。
 

飯
詰
ダ
ム
中
心
部
の
橋
を
わ
た

っ
た
、
左
側
の
歩
道
に
入
っ
た

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
管
理
棟
ご
利
用
希
望

の
方
は
農
林
課
に
ご
連
絡
下
さ
い
。
 

市
環
境
美
化
コ
 
ンク
ー
ル
を
実
施
 

市
で
は
、
う
る
お

い
の
あ
る
 

団
体
等
が
管
理
し
て
い
る
も
の
。
 

「朝
市
」
1
9日
オ
ー
プ

ン
 

燃えないこみ有料化麗 1 日 

昭和57年（1982年） 6 月15日 



余
暇
を

有

意
義
に
 

「中
央
青
年
教
室
」
の
参
加
者
を
募
集
 

市
教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
 
第

一
回
中
央
青
年
教
室

度
も
働
く
若
人
を
対
象
に
 
「中
 
ロ

と
き
 
六
月
二
十
二

日

央
青
年
教
室
」
を
開
き
ま
す
。
 

（火
）
午
後
七
時
ー
九
時
ま
で

ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
中
央
公
民
館
 

教
養
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
 

、
三
 

ー
‘
女‘
・
・I
 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
で
余
暇
 
一
 

市
民
講
座
開
催
 

を
楽
し
く
有
意
義
に
過
ご
し
て
 
『
 

ロ
と
き
 
六
月
二
十
六
日
 

み
ま
せ
ん
か
。
 

（
土）
午
後
一
時
三
十
分

ー
 

教
室
は
、
年
七
回
の
開
催
を
 

一
 

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
 

」
 

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
電
話
 

一
ニ
時
 

で
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
 
一
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
中
央
公
民
 

云

⑩
二

一
一
一
内
線
二
五
〇
 
一

館
 

番
）
へ
六
月
二
十

一
日
ま
で
に
 
一
 

ロ
講
師
 
成
田
不
二
雄
氏
 

お
申
し
込
み
下
さ
い
。
 

ー
 

（
駅
裏）
 

ロ
テ
ー
マ
 
地
域
青
年
と
し

て
の
役
割
 

ロ
講
師
 
相
川
正
光

（
県連

合
青
年
団
長

・
県
社
会
教
育
委

員
）
 

（
北
奥
文化
研
究
会
会
長
 

・

津
軽
考
古
）
一
 
武
副
会
長
）
 

ロ
演
題
 
“
古
代
津
軽
の
 

謎
を
解
く
）
 

謎
を
解
く
”
 

ロ
受
講
料
 
無
料
 

隣
り
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
 

の
う
え
ご
聴
講
下
さ
い
。
 

I

I

I
I
、、
 

“古
代
津
軽
の
 

この道に 

試験種別 受 	験 	資 	格 
採 	用 
予定人員 

試 験 日 程 

琳
 
(
B
5
7
 

朗
鷺
 

昭和29年 4月 2日から昭和 

35年4月1日までに生まれた

男子で、学校教育法に規定す

る 4年制大学を卒業した方。 

約20人 

第一次試験 

7月22日困 

青森北高等学校 

第二次試験 

8月27日圏 

青森県警察学校 

警察官囚 

（昭58・4月、 
、採 	用ノ 

昭和30年4月 2日から昭和 

36年4月1日までに生まれた

男子で、学校教育法に規定す

る 4年制大学を卒業した方、 

又は昭和58年 3月31日までに

その大学を卒業見込みの方。 

約30人 

す。 

警察官（大学卒）採用 

青森県警察本部では、警察官（大学卒）の

採用試験を行います。 

採用予定人員は次表のとおりで、6月21日 

（月）から 7月3日田まで受験の申し込みを受け

付けします。 

受験資格や試験日程は次のとおりですが、 

くわしくは最寄りの警察署に問い合わせてく

ださい。 

なお、昭和58年4月採用の試験は、警視庁、 

神奈川県、千葉県、埼玉県、静岡県の警察官

を志願する方も同時に受験することができま 

君のもつ 力と勇気を 

(521号） 
一
  

育
館
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
の
開
放

市
で
は
、学
校
体
育
施
設
（
体
 

を
、
次
の
要
領
で
行
い
ま
す
。
 

期
間
中
ス
ポ
ー
ッ
教
室
も
併

行
し
て
行
い
ま
す
。
 

ロ
期
間
 
六
月
十
五
日
（
火）
 

ー
十
二
月
二
十
五
日

（
土
）
 

ロ
開
放
校
 
市
立
中
央
小
学

校
（
体
育
館
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
 

ロ
運
動
種
目
及
び
利
用
時
間

日
曜
日
 
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

火
曜
日
 
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

木
曜
日
 
卓
球
 

土
曜
日
 
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
 

（
午後
六
時
ー
九
時
）
 

※
グ
ラ
ウ
ン
ド
使
用
は
学
校

の
使
用
時
間
外
に
行
い
ま
す
。
 

ロ
お
申
し
込
み
 

七
月
十
四
日
新
潟
空
港
を
発

つ
ソ
ビ
エ
ト
墓
参
団
に
、
市
内

鶴
ケ
岡
の
小
笠
原
久
雄
さ
ん
 

（
六二
）
が
西
北
か
ら
一
人
参

加
す
る
こ
と
に
な
り
、
全
抑
協

五
所
川
原
支
部
（
白
川
勝
四
郎

支
部
長
）
は
遺
族
に
供
養
品
の

携
行
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
 

利
用
ご
希
望
の
方
は
、
所
定

の
申
し
込
み
用
紙
に
記
入
し
、
 

お
申
し
込
み
下
さ
い
。
 

申
込
用
紙
は
、
市
教
育
委
員

会
保
険
体
育
課
（
廿
⑩
二
一
一

一
内
線
二
五
〇
番
）
にあ
り
ま
す
0
 

供

養

品
を

受

け
付
け
ー
 

戦
後
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
さ
れ
、
 

寒
さ
や
飢
え
で
死
ん
だ
旧
軍
人

は
、
全
国
で
六
万
と
も
七
万
人

と
も
い
わ
れ
、
そ
の
実
数
は
い

ま
だ
つ
か
め
て
い
な
い
。
 

ソ
ビ
エ
ト
墓
参
団
は
、
全
国

シ
ベ
リ
ァ
抑
留
協
会
が
全
国
か

ら
参
加
者
を
募
り
、
実
現
す
る
 
 

こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
、
百
六

十
七
人
が
七
月
十
五
日
か
ら

一

週
間
、
ソ
ビ
エ
ト
に
滞
在
、
各

地
で
慰
霊
の
墓
参
り
を
す
る
こ

と
に
な
っ
た
も
の
で
、
小
笠
原

さ
ん
は
七
月
十
三
日
五
所
川
原

を
発
つ
予
定
で
す
。
 

供
養
品
は
、
あ
ま
り
カ
サ
に

な
ら
な
い
も
の
が
よ
く
、
白
川

支
部
長
は
、フ
」
れま
で
の
例
だ

と
戒
名
か
線
香
、
ロ
ー
ソ
ク
、
 

あ
る
い
は
現
地
で
供
養
品
を
求

め
る
若
干
の
現
金
が
適
当
で
し

ょ
う
」
 
と
語
って
い
ま
す
。
 

口
供
養
品
の
受
付
け
先
 

市
内
鶴
ケ
岡
字
福
井
六
七

ー
 

一
、
小
笠
原
久
雄
さ
ん

（e
⑩

二
〇
四
九
番
）
 

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
 

初
心

者
講
習
会
 

ロ
と
き
 
六
月
十
六
日
、
一
一

十
三
日
、
三
十
日
、
七
月
七
日

午
後
六
時
三
十
分
ー
九
時
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
中
央
公
民
館

ロ
主
催
 
五
所
川
原
市
フ
ォ
 

ー
ク
ダ
ン
ス
協
会
 

ロ
内
容
 
世
界
の
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
 

ロ
対
象
 
一
般
市
民
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
 

ロ
会
費
 
テ
キ
ス
ト
代
と
し

て
五
百
円
 

ロ
申
し
込
み
 
当
日
会
場
で

受
け
付
け
ま
す
。（
連
絡
先
。⑩

八
七
七
一
番
小
笠
原
）
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川
嚇
川
嘱
央
ポ
み
保
ユ
育施
設
慰
開
放
禍
 

ー
小
笠
原
さ
ん
が
ソ
ビ
 エ
ト
墓
参
に
 

  



広報ごしょがわら 

認
定
日
に
国
民
年
金

法
障

害
等
級
表
に
あ
て

は
ま
る
障

害
の
程
度
に

該
当
す
る
二
十

歳
以
上
の
方
が
、
次
の
要
件

の
う
ち
、
ど
れ
か

ー
つ
に
該

当
す
る
と
き
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

（
国
民
年
金
法
障
害
等
級
 

表
二
級
に
該
当
す
る
こ
と
に

一
 

一
 
 

よ
る
支
給
は
昭
和
四
十
九
年

四
月
か
ら
開
始

）
 

（
注
）
認
定
日
と
は
、
病

気
や
け
が

に
よ
っ
て
初
め
て

診
療
を
受
け
て
か
ら
一
年
六

カ
月
を
経
過
し
た
日
、
ま
た

は
一
年
六
カ
月
を
経
過
し
て

い
な
い
が
、
状
態
が
固
定
し
 

に
」
」
」
隣？

 
受
け
ら
れ
る
要
件
 

①
国
民
年
金
制
度
が
で
き

る
前
（
昭
和
三
十
四
年
十
一

月
一
日
前
）
か
ら
、
す
で
に

障
害
の
状
態
に
あ
っ
た
と
き

②
国
民
年
金
の
被
保
険
者

と
な
る
前
の
負
傷
や
病
気
に

よ
っ
て
障
害
の
状
態
に
な
っ

た
場
合
で
、
次
に
該
当
す
る

ン
」●
さ
 

そ
の
負
傷
や
病
気
を
初

め
て
医
者
に
診
て
も
ら
っ

た

日
が
昭
和
三
十
六
年
四

月
一

日
以
前
で
あ
る
と
き
。
 

そ
の
負
傷
や
病
気
を
初

め
て
診
て
も
ら
っ
た
日
が
一
一

十
歳
に
達
す
る
前
で
あ

る
と

き
。
 

③
国
民
年
金

の
被
保
険
者

と
な
っ
た
後
に
負
傷
し
、
ま

た
は
、
病
気
に
か
か
り
障
害

の
状
態
に
な
っ
た
場
合
で
、
 

加
入
の
期
間
が
短
い
た
め
、
 

拠
出
制
の
障
害
年
金
を
受
け

ら
れ
な
い
と
き
。
た
だ
し
、
保

険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
。
 

④
国
民
年
金

の
被
保
険
者

で
な
く
な
っ
た
後
に
負
傷
し
、
 

ま
た
は
、
病
気
に
か
か
り
障

害
者
の
状
態
に
な
っ
た
場
合

で
、
先
に
述
べ
た
老
齢
福
祉

年
金
の
支
給
要
件
②

（
広
報

ご
し
ょ
が
わ
ら
五
月
十
五
日

号
に
掲
載
）
に
該
当
し
て
い

る
と
き
。
 

⑤
明
治
四
十
四
年
四
月
一
 

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
が
、
 

昭
和
三
十
六
年
四

月
一
日
以

後
に
負
傷
、
ま
た
は
病
気
に

か
か
り
障
害
の
状
態
に
な
っ

た
と
き
。
た
だ
し
、
七
十
歳

に
達
す
る
前
に
障

害
の
状
態

に
な
っ
た
場
合
。
 

ま
た
、
①
、
②
及
び
③

の

要
件
が
あ
る
方
が
負
傷
及
び

病
気
の
認
定
日
に
国
民
年
金

法
障
害
等
級
表
に
定
め
る
障

害
の
程
度
に
該
当
し
な
か
っ

た
が
、
そ
の
後
六
十
五
歳
ま

で
の
間
に
負
傷
、
病
気
な
ど

が
重
く
な
っ
て
、
国
民
年
金

法
障
害
等
級
表
に
定
め
る
障

害
の
程
度
に
該
当
し
た
と
き
 

年
金
め
は
ド
レ
 

福
祉
年
金
に
つ
い
て
 

‘
．
 

その12の 2 

年
金
額
 

一
級
障
害
 
四
三
二
、
〇
〇
〇
円
 

（月
額
 
三
六
、
〇
〇
〇
円

）
 

二
級
障
害
 
二
八
八
、
〇
〇
〇
円
 

（月
額
 
二
四
、
〇
〇
〇
円

）
 

国
民
年
金

の
保
険
料
は

ー
カ

月
分
が
五
、
一
「
一〇
円
（
ー
カ年

分
で
六
二
、六
四
〇
円
）
で
す
が

失
業
し
た
り
収
入
が
少
な
い
、
 

生
活
が
苦
し

い
、
冷
害
な
ど
の

た
め
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
 
 

難
し
い
人
は
、
届
け
る
だ
け
で

保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
 

今
、
早
速
届
け
れ
ば
、
今
年

の
四
月
分
か
ら
来
年
の
三
月
分

ま
で
の
ー
カ
年
分
の
保
険
料
は

免
除
に
な
り
ま
す
。
 

保
険
料
が
免

除
に
な
っ
て
も
、
 

老
齢
年
金
は
も
と
よ
り
各
種
の

年
金
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

な
か
で
も
障
害
年
金
や
母
子

年
金
、
準
母
子
年
金
、
遺
児
年

金
な
ど
は
、
納
め
た
人
と
同
額

を
受
け
ら
れ
ま
す
か
ら
、
納
め

ら
れ
な
い
か
ら
と
そ
の
ま
ま
に

放
置
し
な
い
で
、
必
ず
市
社
会

課

・
国
民
年
金
係

へ
認
印
を
お

持
ち
に
な
り
免
除

の
届
け
を
し
 
 

て
下
さ
い
。
 

た
だ
し
、
老
齢
年
金
は
、
免

除
さ
れ
た
期
間
中
の
も
の
だ
け

は
、
支
給
が
三
分
の
ー
に
減
ら

さ
れ
ま
す
の
で
、
保
険
料
を
納

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
す

ぐ
に
追
納
し
て
下
さ
い
。
 

十
年
以
内

の
分
な
ら
旧
料
金

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
ら
れ
ま

す
。
 

追
納
し
た
場
合
は
、
保
険
料
 
 

を
納
期
内
に
納
め
た
場
合
と
同
 

じ
計
算
に
な
り
ま
す
。
 

な
お
、
任
意
加
入
の
人
は
、
 

免
除
で
き
ま
せ
ん
。
 

詳
し

い
こ
と
は
、
市
社
会
課
 

・

国
民
年
金
係

（
。⑩
2
1
1
 

1
番
・
内
線
2
6
6
番
・
2
6
 

7
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。
 

国
民
年
金
の
保
険

料
 

必
ず
納
め
て

下
さ
い
 

昭
和
五
十
七
年
度
の
第
一

期

分
（
四
月
・
五
月
・
六
月
分
）
 

の
国
民
年
金
保
険
料
の
納
期
は

六
月
三
十
日
ま
で
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
 

国
民
年
金

に
加
入
し
て
い
て

も
、
保
険
料
を
納
め
て
い
ま
せ

ん
と
、
方
一
病
気
や
ケ
ガ
を
し

た
り
、
ご
主
人
に
亡
く
な
ら
れ

た
り
し
た
遺
児
に
な
っ

た
り
し

た
時
な
ど
に
障
害
年
金
、
母
子
、
 

準
母
子
年
金
、
遺
児
年
金
な
ど

が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
し
、老
齢
年

金
も
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。
 

保
険
料
は
納
期
ま
で
に
必
ず

納
め
て
下
さ
い
。
 

ど
う
し
て
も
、
納
め
る
こ
と

が
出
来
な
い
場
合
は
、
そ
の
ま

ま
に
放
置
し
な
い
で
必
ず
市
社

会
課
・
国
民
年
金
係

へ
認
印
を

お
持
ち
に
な
っ
て
、
保
険
料
の

免
除
の
届
け
を
し
て
下
さ
い
。
 

水
道
料
金
の
お
支
払
は
 

便
利

な
口

座
 

振
替
の
利
用
を
 

ロ
こ
の
方
法
は
 

水
道
料
金
の
請
求

書
を
あ
な

た
の
指
定
し
た
銀
行
、
信
用
金

庫
、
農
業
協
同
組
合
へ
直
接
送

り
ま
す
。
 

銀
行
な
ど
で
は
振
替
日
に
、
 

あ
な
た
の
預
金
口
座
か
ら
料
金

を
引
き
去
り
ま
す
。
 

領
収
書
は
、

お
手
元
へ
届
け

確
認
し

て
い
た
だ
く
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。
 

ロ
手
続
き
は
簡
単
で

す
 

申
し
込
み
は
市
水
道
課
、

ま

た
は
銀
行
な
ど
の
窓
ロ

へ
「
水

道
料
金
領
収
書
」
と
「
銀
行
届

出
印
」
お
よ
び
「
預
金
通
帳
」
 

を
お
持
ち
く
だ
さ
る
だ
け
で
簡

単
に
済
み
ま
す
。
 

預
金
口
座
を
お
持
ち
で
な
い

方
は
「
ロ
座
開
設
」
を
お
勧
め

し
ま
す
。
 

口
便
利
で
安
心
で
す
 

集
金
日
に
在
宅
の
必
要
が
あ

り
ま
せ
ん
。

い
つ
で
も
安
心
し

て
外
出
で
き
ま
す
。
 

集
金
人
と
の
応
対
な
ど
の
煩

わ
し
さ
が
な
く
な
り
ま
す
。
 

共
働
き
の
家
庭
、
独
り
住
い

の
方
、
留
守
が
ち
の
お
宅
で
は

特
に
便
利
で
す
。
 

昭和57年（1982年） 6 月15日 

ー
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
ゴ
 

手
続
き
は
お
早
め
に
L
 

《
 



西
北
五

婦
人

と
電
気

の
会
 

（
管
井
節
子
会
長
、
会
員
百
一
一

十
人
）
は
こ
の
ほ
ど
、
北
斗
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
ゴ
ミ
拾
い
奉
仕
を

し
ま
し
た
。
 

こ
の
会
は
、
電
気
の
知
識
を

豊
か
に
し
家
庭
で
の
省
ェ
ネ
対

策
を
進
め
て
い
る
グ

ル
ー
プ
で
、
 

こ
の
日
は
市
内
の
十
五
人
の
会

員
が
ビ

ニ
ー
ル
袋
を
持
ち
寄
り
、
 

空
カ
ン
や
紙
ク
ズ
な
ど
半
日
が

か
り
で
拾
い
集
め
、
奉
仕
し
た

も
の
で
す
。
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ツ反、BGG接種 

お子さんの健康を守るため、ぜひ接種を受けさせて下

さい。 

■対象乳幼児 生後 6 カ月から満 4歳まで（ただし、 

いままでBCGの接種を受けた乳幼児は除きますJ 

■母子健康手帳 必ず持参して下さい。 

■料 	金 無料です。 

■受 付 時 間 いずれも午後1時から 2時まで。 

■接種 場所 市民文化会館（旧中央公民館）。 

※地区別の日程は表のとおりです。 

地 	区 	名 ッべルクリン B 	C 	G 

五小学区・三好・小曲 

「 

7月 6日因 7月 8 日（わ 

栄 地 区・み ど り 町 7月7日困 7月9、日圏 

梅田・長橋・中川・飯詰 7月14日困 7月16日団 

松島町・松島地区・毘沙門 7月21日困 7月23日圏 

南小学区・七和地区 7月28日困 7月30日団 

康

教
室
 

軽
に
ど

う
ぞ
 

た
方
に
は
修
了
証
と
記
念
品
を

差
し
上
げ
ま
す
。
 

（
◇
街
頭
献
血
の
案
内
◇
 
）
 

移
動
採
血
車
「
青

い
鳥
号
」
 

が
次
の
日
程
で
街
頭
献
血
を
行

い
ま
す
。
 

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
 

ロ
と
き
・
と
こ
ろ
 

▼
六
月
二
十
四
日

（木
）
 

午
前
十
時
三
十
分
ー
正
午
ま

で
鎌
谷
町
（
旧
鎌
谷
集
会
所
跡

地
）
 

午
後
一
時
三
十
分
ー
四
時
ま

で
大
町
丸
友
デ
パ
ー
ト
駐
車
場

▼
七
月
一
日

（
木
）
 

午
前
＋
時
三
十
分
ー
正
午
ま

で
本
町
の
か
さ
い
駐
車
場
 

午
後
一
時
三
十
分
ー
四
時
ま
 

み
ん

な

の
健
 

お
気
 

医
師
会
と
家
庭
を
結
ぶ
、
「
み

ん
な
の
健
康
教
育
」
 
が次
の
日

程
で
開
か
れ
ま
す
。
 

お
気
軽
に
お

い
で
下
さ
い
。
 

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
「
婦
人
の

下
り
物
」
 
につ
い
て
で
す
。
 

ロ
と
き
 

六
月
二
十

五
日
 

（
金
）
午
後
一
時
 

ロ
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
四
階

ホ
ー
ル
 

ロ
主

催
 
北
五
医
師
会
、
五

所
川
原
市
民
保
健
協
議
会
 

年
間
を
と
お
し
て
聴
講
さ
れ
 
 

で
市
内
広
田
日
産
自
動
車
商
会
 

前
 ※

あ
な
た
も
献
血
手
帳
を
。
 

三
歳

児

健
診

の

日
程

一
部
地
区
が

変

更
 

六
月
一
日
発
行
の
市
広
報

・

ご
し
ょ
が
わ
ら
で
お
知
ら
せ
し

た
「
三
歳
児
の
健
康
診
き
 
の

日
程
中
、
 一
部
地
区
が
都
合
に

よ
り
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
 

七
月
二
十
二
日
の
南
小
学
区

松
島
地
区
が
七
月
二
十
六
日
に

変
更
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
お

間
違
い
の
な
い
よ
う
に
し

て
下

さ
い
。
 

ロ
取
り
扱
い
金
融
機
関
 

市
内
の
各
銀
行
、
各
信
用
金

庫
、
青
森
県
信
用
組
合
の
ほ
か

五
所
川
原
、
栄
、
第
一
中
川
村
、
 

松
島
村
第

一
、
嘉
瀬
の
各
農
業

協
同
組
合
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
 

一
台
を

寄

贈
 

広
田

の
田
中

さ
ん
 

市
内
広
田
の
田
中
泰
信
さ
ん

は
こ
の
ほ
ど
、
市
に
十
五
人
乗

り
の
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
ー
台
を
寄

贈
し
、
六
月
五
日
高
橋
助
役
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

市
で
は
有
効
に
活
用
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
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忍びよるA白い粉ノノの恐怖 

広報ごしょがわら 

覚
せ
い
剤
は

一
般
名
を
メ

タ
ン
フ
ェ
タ
ミ
ン
な
ど
と
呼

ば
れ
て
い
る
白
い
結
晶
性
の

の
粉
末
で
す
。
乱
用
者
の
間

で
は
シ
ャ
ブ
、
ボ
ン
、
ヤ
ク
な

ど
と
言
わ
れ
、
普
通
は
水
に

溶
か
し
て
静
脈
に
注
射
し
て

使
い
ま
す
。
 

覚
せ
い
剤
を

一
般
の
人
が

製
造
、
所
持
し
た
リ
、
あ
る

い
は
譲
リ
渡
し
や
譲
リ
受
け

を
し
た
リ
、
ま
た
は
使
用
し

た
場
合
に
は
、
覚
せ
い
剤
取

締
法
で
厳
重
に
処
罰
さ
れ
ま

す
。
 

覚せい剤とは 

昭和57年（1982年） 6月15日 

白
い
粉
 
覚

せ
い
剤
の
恐
ろ
し

さ
に

つ
い
て
、
あ

な
た
は
ど

の
く
ら

い
ご
存
じ
で
す
か
。
 

暴
力
団
な
ど

一
部

の
人
た
ち
だ
け
の

も
の
と
思
っ
て
い

ま
せ
ん
か
。
 

と
こ
ろ
が
、
覚

せ
い
剤
は
、
わ
た

し
た
ち
一
般
市
民

の
生
活
を
じ
わ
じ

わ
と
脅
か
し

つ
つ

あ
る
の
で
す
。
現

に
、
覚
せ
い
剤
の

中
毒
者
に
よ
る
通

り
魔
殺
人
や
放
火

な
ど
、
凶
悪
な
犯

罪
や
悲
惨
な
事
故

が
後
を
断
ち
ま
せ
 

ん
。
 

特
に
最
近
は
、
 

覚
せ
い
剤
が
青
少
年
や
主
婦
層
に
ま

で
広
が
っ
て
お
り
、
そ
の
被
害
は
家

庭
や
職
場
に
ま
で
忍
び
寄
っ
て
き
て

い
ま
す
。
 

わ
た
し
た
ち
の
生
活
を
恐
怖
の
ど

ん
底
に
お
と
し

い
れ
る
こ
の
白

い
粉

を
、
何
と
し
て
も
追
放
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、

み

な
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
自
覚
と
協
力

が
何
よ
り
も
大
き
な
力
に
な
る
の
で

す
。
 

m覚
せ
い
剤
を
使
う
と

m
 

m
 
廃
人
に
な
る
 

m
 

●

覚
せ
い
剤
を
使
う
と
疲
労
感
や
眠

気
が
ス
ー
ッ
と
と
れ
た
よ
う
に
感
じ

る
と
言
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
過
度
の

興
奮
に
よ
っ
て
一
時
的
に
そ
う
な
る

だ
け
で
す
。
 

薬
物
の
作
用
が
消
え
る
と
、
使
用

前
よ
り
も
激
し

い
疲
労
感
、
不
安
感

に
お
そ
わ
れ
ま
す
。
 

●

こ
の
不
安
感
か
ら
逃
げ
よ
う
と
し

て
繰
り
返
し
使
用
し
、
 つ
い
に
は
常

用
す
る
よ
う
に
な
り
、
慢
性
中
毒
者

に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
 

●

慢
性
中
毒
に
な
る

と
、
「
天
井
の
シ
 

ミ
が
虫
に
見
え
る
」
と
か
「
あ
い
つ

が
自
分
を
殺
そ
う
と
狙
っ
て
い
る
」
 

な
ど
、
極
度
の
幻
覚
、

妄
想
な
ど
の

精
神
障
害
が
現
れ
ま
す
。
 

そ
し
て
、
こ
の
幻
覚
や
妄
想
が
殺

人
傷
害
、
放
火
な
ど

の
恐
る
べ
き
犯

罪
に
結
び
つ
く
の
で
す
。
 

●

食
欲
が
な
く
な
り
、
不
眠
症
に
な

る
た
め
、
体
調
は
極
度
に
悪
く
な
り

ま
す
。
 

や
せ
て
顔
色
が
青
白
く
な
り
、
目

は
濁
っ
て
と
び
出
し
た
よ
う
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
皮
膚
の
色
が
ど
す
黒

く
な
り
、
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も

廃
人
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
 

●

覚
せ
い
剤
は
、
常
識
で
は
考
え
ら

れ
な
い
法
外
な

お
金
を
出
さ
な
け
れ

ば
手
に
入
り
ま
せ
ん
。
 

入
手
資
金
を
得
る
た
め
に
強
盗
、
 

恐
か

つ
、
窃
盗
、
売
春
な
ど
手
段
を

選
ば
な
く
な
り
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の

う
ち
に
悪

の
道
（
落
ち
込
ん
で
い
き

ま
す
。
 

岬
常
習
者
に
は
こ
ん
な
町
 

特
徴
が

・
・
・
 

●

腕
や
足
な
ど
に
注
射
の
跡
が
あ
り
、
 

夏
で
も
長
そ
で
の
シ
ャ
ッ
ゃ
包
帯
で

隠
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

●

怒
り
っ
ぽ
く
、
興
奮
し
や
す
く
な

り
、
突
発
的
に
乱
暴
を
働
い
た
り
し

ま
す
。
 

ま
た
、
 い
つ
も
何
か
に
お
び
え
て
 
 

い
る
よ
う
で
、
 一
貫
性
の
な
い
奇
行

が
見
ら
れ
ま
す
。
 

●

金
遣
い
が
荒
く
な
っ
た
り
、
夜
遊

び
が
多
く
な
り
ま
す
。
 

咽
覚
せ
い
剤
の
魔
手
は

m
 

帥
 
心
の
ス
キ
を
 
岡

町
 

狙
つ
て
い
る
ノ
川
 

青
少
年
や
主
婦
な
ど

一
般
の
人
た

ち
が
覚
せ
い
剤
の
と
り

こ
に
な
っ
て

し
ま
う
の
は
、
「
面
白
半
分
か
ら

…
・
・」
 

「
な
ん
と
な
く
勧
め
ら
れ
て
 

」
 

と
い
っ
た
ご
く
単
純
な
動
機
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。
 

と
こ
ろ
が
最
近
で
は
、
 

「
こ
れ
、
疲
労
回
復
に
い
い
の
よ
」
 

「
こ
れ
飲
ん
だ
ら
苦
労
し
な
い
で
や

せ
ら
れ
る
わ
よ
」
 

な
ど
と
同
じ
団
地
の
奥
さ
ん
や
セ
 

ー
ル
ス

マ
ン
に
勧
め
ら
れ
、
後
で
気

が

つ
い
た
ら
覚
せ
い
剤
だ
っ
た
と
い

う
、
泣
く
に
泣
け
な
い
ケ
ー
ス
が
増

え
て
い
る
の
で
す
。
警
戒
心
を
起

こ

さ
せ
ず
、
人
の
心
理
を
う
ま
く
つ
か

ん
で
好
奇
心
を
そ
そ
る
 
言
葉
巧

み
な
手
ロ
に
は
十
分
注
意
し
た
い
も

の
。
 

ご
存
じ
の
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ

う
が
、
覚
せ
い
剤
の
密
売
に
は
暴

力

団
が
か
ら
ん
で
い
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
。
甘
い
言
葉
に
乗
せ
ら
れ
て
、
 

う
っ
か
り
手
を
出
せ
ば
、
た
ち
ま
ち

暴
力
団
の
格
好

の
エ
サ
に
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
 

そ
の
結
果
は
、
不
良
交
友
、
ギ
ャ

ン
ブ
ル
（
の
深
入
り
、
家
庭
不
和
、
 

失
業
、
離
婚
な
ど
に
よ
っ
て
、
幸
せ

な
生
活
は
音
を
た
て
て
崩
れ

て
し
ま

う
の
で
す
。
覚
せ
い
剤
の
魔
手
は
、
 

心
の
す
き
間
を
突

い
て
忍
び
寄
っ
て

く
る
、
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
 

m
 

川
 

”
覚
せ
い
剤
か
ら
暮
ら
『
 

m
し
を
守
る
た
め
に
 
咽
 

覚
せ
い
剤
の
乱
用
を
防
止
す
る
に

は
、
心
の
す
き
を
見
せ
な
い
で
、
 
一

人
ひ
と
り
が
覚
せ
い
剤
に
「
近
づ
か

な
い
」
 
ま
た
 
「
近
づ
け
な
い
」
 
こ
と

が
大
切
で
す
。
 

し
か
し
、覚
せ
い
剤
使
用
者
に
は
、
 

薬
の
魔
力
を
断
ち
切
れ
な
い
弱

い
性

格
の
人
や
、
生
活
上
の
悩
み
を
も
つ

て
い
る
人
が
多
く
、
独
力
で
覚
せ
い

剤
の
地
獄
か
ら
抜
け
出
る
こ
と
が
困

難
な
ケ
ー
ス
も
多
い
の
で
す
。
こ
の

よ
う
な
場
合
は
、
周
囲
の
人
々
が
協

力
し
て
、
覚
せ
い
剤
か
ら
切
り
離
す

努
力
を
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

覚
せ
い
剤
の
う
わ
さ
を
ち
ょ
っ
と

で
も
耳
に
し
た
場
合
は
、
ぜ
ひ
警
察

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
中

毒
者
を
知
っ
た
場
合
に
も
、
保
健
所

や
警
察
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
 

平
和
な
暮
ら
し
を
ポ

ロ
ボ
ロ
に
し

て
し
ま
う
恐
ろ
し

い
白
い
粉
を
追
放

す
る
た
め
に
、
み
な
さ
ん
方
の
協
力

が
必
要
な
の
で
す
。
 

広
報

紙
の
早

期
配
布
に
こ

協
力
下
さ
い
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